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りそなアセットマネジメント株式会社
株式運用部
ファンドマネージャー 戸田浩司

戸田浩司の『サクッと！3分間コラム』 第3回

私の「カリスマ・マネージャー」論

みなさんは、不確実性が高い世の中で投資を行う際、投資について超人的な能力を持った

スーパー投資家がいたら何も考えずに全部任せたい、と思ったことはないでしょうか。あるい

は、投資についてスキルを磨いて将来自分もスーパー投資家になってみたいと思っている方も

いらっしゃると思います。そういうスーパー投資家は、時に「カリスマ（ファンド）マネー

ジャー」と呼ばれ世間の注目を浴びることがあります。

「カリスマ」…なんとなく、魅惑的な言葉ですね。ウィキペディアで調べると、「超自然的、

非日常的な資質や能力。神の賜物。一部の人々が持つ、他の人々をひきつけ感銘を与える強力

な個人の性質」とあります。

では、りそなアセットマネジメントに「カリスマ・マネージャー」はいるのか？あなた（戸

田）はどうなのか？というお問い合わせを頂いたら、私は、お客様からそのように信頼される

ことを目指したいと思ってはいますが、自分自身をカリスマだと思ったことはありませんし、

カリスマ扱いもされたくないと考えています。また、弊社内をみても、尊敬はされている人は

いてもカリスマ扱いをされている人はいません。

カリスマはいない、の自己否定に驚かれた方もいらっしゃるかもしれませんし、弊社の運用に

期待していただいているお客様も不安を持たれるかもしれません。でも、少しお待ちください、

これから私が考える「カリスマ論」をお話しします。

「カリスマ」を「非日常的な資質や能力をもつ神の賜物」だと定義すると、「カリスマ・マ

ネージャー」に期待されることは、「相場の先を的確にとらえ、間違いを犯さず常に圧倒的な
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パフォーマンスを上げ、周囲やお客様から全幅の信頼を獲得する人」だと思います。「カリス

マ」の投資判断は常に正しいと期待され、周囲の人も「あの人の言うことなら絶対に間違いが

ない、自分たちの意見よりあの人の言うことの方が正しいはずだ」と盲目的に信じてしまいま

す。

信仰や芸術の世界ですと、何を正しいとするかは各々の価値観によるものなので、カリスマの

行動や考えに魅力を感じて、強く信じるということがあって良いと思っています。その場合、

カリスマの行動は、信じている人からすると全て正しいと感じ、そう考えても違和感はありま

せん。

しかし、こと投資・運用の世界においては場合が違ってくると考えます。それは、金融市場に

は様々な市場参加者がいて、自分の価値観だけで値動きが決まるものではないからです。例え

一人の人が強く信じたとしても、それが必ず実現されるとは限りません。また、常に不確実性

が存在しているということも、大きく異なる点であります。当初の想定から世の中の状況が変

わってしまい、それによる影響を大きく受けることも往々にしてあります。つまり運用におい

ては、「常に絶対的に正しい判断をすることができる」ということはあり得ないので、個人の

力量を盲目的に信じてしまうことはとても危険であると言えます。

例えば、ある株式投資で、当初の期待通りに株価が上がらず逆に大きく下落した場合、本来な

らなぜ期待通りにならないのか？判断に見落としや新たな事実が発生していないのか？などの

検証をしたり、周囲から注意喚起が出たりするはずです。しかし、その投資が「カリスマ・マ

ネージャー」によるものである場合、株価が下がったのは投資判断が間違ったのでなく市場が

誤った反応をしている、と判断して検証を怠ったり、周囲も「あなたは間違えているから投資

判断を修正してください」とは言えず、結果ズルズル損を膨らませることが起こりがちです。

これは、投資を行う際、最も重要な投資判断のチェック機能がマヒした状態であり非常に危険

です。

このような状態になることを避けるためには、運用者はカリスマを自認して自分の能力を過信

しないようにすることと、周囲の人から運用者に意見を言える環境をつくること、が大事にな

ります。りそなアセットマネジメントではリスク管理部門が日々の投資のモニタリングを行う
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だけでなく、運用者は謙虚であること、相互にリスペクト（尊重）すること、を重視していま

す。職階の上下に関わらず意見を素直に言い合える自由で風通しの良い環境をつくり、常に

チームプレイで特定の個人の力量のみに依存しないことをモットーにしています。

私は、チームプレイで運用を行うことで、特定の個人の判断に依存しすぎてチェック機能が果

たせなくなるリスクを回避するだけではなく、自分と異なる意見も尊重することで多面的な角

度から「PDCAサイクル（計画、実行、チェック、修正）」を回すことができる、と考えてい

ます。そしてそれこそが、お客様の信頼をいただけるような、長期にわたる安定的な運用成績

を上げることに繋がると確信しています。つまり、私たちが目指すべきなのは個人の「カリス

マ・マネージャー」育成ではなく、中長期的に持続可能な運用チームを構成しているりそなア

セットマネジメントに対するお客様からの信頼獲得だと考えています。

りそなアセットマネジメントのアイデンティティー



ｘｘ

写真

◆執筆者プロフィール
1985年 りそな銀行(旧大和銀行)へ入社。
1990年 りそなグループ各社においてファンドマネージャーとして、
国内株の運用を担当。
2020年 りそなアセットマネジメントへ入社。引き続き、国内株の
運用担当であるファンドマネージャー兼アナリストとして、現在に
至るまで活躍を続ける。
テレビ東京系で放送中の「Newsモーニングサテライト」でレギュ
ラー解説員として参加、軽妙な語り口が好評。
毎週土曜日は、大人のピアノ教室へ通う。ツェルニー練習曲を弾け
るようになり、成長を実感。

<当資料に関するご留意事項>
■当資料は、りそなアセットマネジメント株式会社が投資一般に関する情報提供を目的として作成したものであり、投資家に対す
る投資勧誘を目的とするものではありません。■当資料は市場や投資全般の推奨や証券市場等の動向の上昇または下落を示
唆するものではありません。■当資料は、信頼できると考えられる情報に基づいて作成しておりますが、情報の正確性、完全性を
保証するものではありません。また、りそなアセットマネジメントが設定・運用する各ファンドにおける投資判断がこれらの見解に基
づくものとは限りません。なお、掲載されている見解は当資料作成時点のものであり、将来の市場環境の変動等を保証するもの
ではありません。また、事前の連絡なしに変更されることがあります。■投資信託は、値動きのある資産を投資対象としているた
め、基準価額は変動します。したがって、元本を割り込むことがあります。■投資信託の申込み・保有・換金時には、費用をご負
担いただく場合があります。投資信託のお申込みにあたっては、販売会社よりお渡しします最新の「投資信託説明書（交付目論見
書）」および一体としてお渡しする「目論見書補完書面」を必ずご確認のうえご自身でご判断ください。


